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良路で自車相当の車両をけん引する際に使用する

溝やぬかるみなどに入った車両をけん引する際に使用する

けん引フックは、良路で自車相当の車両をけん引す
る際に使用するものです。不適切なけん引フックの
使い方をすると、けん引フックが破損し、事故につな
がる可能性があります。けん引を行なう際は、必ず取
扱説明書の記載に従った適切なけん引を行なってく
ださい。

良路ではない、溝やぬかるみなどに入った車両をけ
ん引する場合は、まず積荷を降ろし、けん引フックは
使用せず、アクスルでけん引してください。けん引を
行なう際は、必ず取扱説明書の記載に従った適切な
けん引を行なってください。

けん引
フック

アクスル

けん引フックを使用する時の注意点とは

溝やぬかるみのけん引は
アクスルを使う！

アクスル

けん引フック

溝やぬかるみで
けん引フックは使わない！

● 15°以上の角度でけん引しないでください。各部に無理がかか
り車を破損するおそれがあります。

●けん引フックにロープをかけてください。けん引フック以外の部
分を使ってけん引すると、車を破損するおそれがあります。

●けん引するときは、けん引ロープやフックの近くに人がいないこ
とを確認して、けん引してください。ロープなどの破損によって、
近くにいる人がケガをするおそれがあります。

●けん引フックは、良路で自車相当の車をけん引したり、されたりす
るために使用します。

●溝やぬかるみなどに入ったときは、積荷を降ろし、フックでのけん
引をさけてアクスルでけん引します。

●HSA 装着車では HSA OFF スイッチを押し、HSA を解除して
ください。

フォワード取扱説明書記載例


